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１．物質に関する基本的事項 

（1） 分子式・分子量・構造式 

物質名： アクリロニトリル 
（別の呼称：シアノエチレン、2-プロペンニトリル、ビニルシアニド、カーボアクリル）

CAS番号：107-13-1 
分子式：C3H3N 
分子量：53.06 
構造式： 

 
 

（2） 物理化学的性状    

本物質は、可燃性かつ毒性の液体である。可視光線によって一部自然重合する。濃アルカ

リ条件下で激しく重合する。放置（特に光条件下）すると徐々に黄色化する 1) 。 
融点 -82 ℃ 2)  

沸点 77.3 ℃ 1)  

比重 0.8004（25 ℃）1)  

蒸気圧 100 mmHg（23 ℃）3)  

換算係数 1 ppm = 2.17 mg/m3 at 25 ℃, 気体（計算値） 

分配係数（1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水）(logPow) 0.25 （計算値）4)  

加水分解性 アクリルアミドを経てアクリル酸に分解される 5)  

解離定数 水存在下で解離する基をもたない 5)  

水溶性 7.9%（40 ℃）6)  

（3） 環境運命に関する基礎的事項 

本物質の分解性および濃縮性は次の通りである。 

分解性 
好気的：馴養期間を要するが易分解 7)  
嫌気的：難分解。バイオリアクター（滞留時間 2-10 日、馴養期間 110 日）での分解
率 17% 8)  

非生物的： 
（OHラジカルとの反応性）：大気中半減期 3.5 日（日照 12 時間として計算）9) 。シ
アン化水素、一酸化炭素、ホルムアルデヒド、蟻酸に分解 10)   
（直接光分解）：波長 290nmを超える光を吸収しないので普通は進行しない 11)  

BODから算出した分解度： 
60.7%（試験期間：14日、被験物質：100 mg/L、活性汚泥：30 mg/L）12)  
濃縮性 
生物濃縮係数（BCF）：48（ブルーギル、全身、28日、流水系）13)  
                     １（水溶性からの推定値）14)  

 

［１］ アクリロニトリル 
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（4） 製造輸入量及び用途 15)  

① 生産量・輸入量等 

本物質の平成 12年における国内生産量は 732, 089t、輸入量は 114, 713t、輸出量は 134, 497t
であった。国内流通量の目安として国内生産量の推移を下図に示した。 

 
 

 
 
 
 
 
 

② 用 途 

本物質の主な用途は、アクリル系合成繊維、ＮＢＲ樹脂（合成ゴム）、ＡＳ樹脂、ＡＢＳ樹

脂、合成糊、塗料である。 
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２．暴露評価 

環境リスクの初期評価のため、わが国の一般的な国民の健康や、水生生物の生存・生育を

確保する観点から、実測データをもとに基本的には特定の排出源の影響を受けていない一般

環境等からの暴露を評価することとし、安全側に立った評価の観点からその大部分がカバー

される高濃度側のデータによって暴露量の評価を行った。原則として統計的検定の実施を含

めデータの信頼性を確認した上で最大濃度を評価に用いている。 

（1） 環境中分布の予測 

本物質の環境中の分布について、各環境媒体間への移行量の比率を EUSESモデルを用いて
算出した結果を表 2.1に示す。なお、モデル計算においては、面積 2,400 km2、人口約 800万
人のモデル地域を設定して予測を行った 1)。 

 
表 2.1 各媒体間の分布予測結果 
 分布量(％) 

 大   気 
 水   質   
 土   壌 
 底   質 

     88.5 
     10.9 
      0.4 
      0.2 

 

（2） 各媒体中の存在量の概要 

本物質の環境中等の濃度について情報の整理を行った。各媒体ごとにデータの信頼性が確

認された調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.2
に示す。 
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表 2.2 各媒体中の存在状況 

媒体 
幾何 

平均値 

算術 

平均値

最小値 最大値 検出 

下限値 

検出率 調査 

地域 

測定年 文献

 

一般環境大気            µg/m3 

 

 

 

室内空気                µg/m3 

 

食物                    µg/g 

 

地下水                  µg/L 

           

公共用水域・淡水       µg/L 

           

公共用水域・海水       µg/L 

 

底質(公共用水域・淡水) µg/kg 

           

底質(公共用水域・海水) µg/kg 

 

 

0.072 

0.091 

0.11 

 

0.23 

 

< 0.0005 

 

< 0.03 

 

<0.03 

 

0.033 

 

<7 

 

<7 

 

0.12 

0.14 

0.17 

 

0.51 

 

< 0.0005

 

< 0.03

 

<0.03 

 

0.1 

 

<7 

 

<7 

 

<0.0041

<0.09 

<0.01 

 

0.05 

 

 

 

<0.03 

 

<0.03 

 

<0.03 

 

<7 

 

<7 

 

0.67 

2.5 

1.1 

 

1.89 

 

 

 

0.27 

 

0.24 

 

0.39 

 

14 

 

10 

 

0.0041-0.1

0.09-0.4

0.01-0.1

 

0.02 

 

0.0005 

 

0.03 

 

0.03 

 

0.03 

 

7 

 

7 

 

237/268 

198/262 

203/255 

 

8/8 

 

0/45 

 

1/15 

 

8/65 

 

3/11 

 

1/23 

 

4/27 

 

全国 

全国 

全国 

 

仙台 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

2000

1999

1998

 

1998

 

1999

 

2000

 

2000

 

2000

 

1992

 

1992

 

2 

3 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

7 

 

7 

 

8 

 

8 

注）1）検出下限値の欄において、斜体で示されている値は、定量下限値として報告されている値を示す。 
    2）「有害大気汚染物質モニタリング調査」における発生源周辺データの最大値として 2.6 µg/m3が得ら

れている(1998)4)。 

（3） 人に対する暴露の推定（一日暴露量の予測最大量） 

空気（一般環境大気及び室内空気）、地下水及び食物の実測値を用いて、人に対する暴露の

推定を行った（表 2.3）。化学物質の人による一日暴露量の算出に際しては、人の１日の呼吸
量、飲水量及び食事量をそれぞれ 15 m3、2L及び 2,000 gと仮定し、体重を 50 kgと仮定して
いる。 
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表 2.3 各媒体中濃度と一日暴露量 
 媒 体 濃   度 一 日 暴 露 量 

 
 
 
 
平 
 
 
均 
 
 
 

大 気 
 一般環境大気 
 室内空気 
 
水 質 
 飲料水 
 地下水 
 公共用水域・淡水 
 
食 物 
 
土 壌 

 
0.072 µg/m3程度 (2000) 
0.23 µg/m3の報告がある (1998)
 
 
データは得られなかった 
0.03 µg/L未満 (2000) 
0.03 µg/L未満 (2000) 
 
0.0005 µg/g未満 (1999) 
 
データは得られなかった 

 
0.022 µg/kg/day程度 
0.069 µg/kg/dayの報告がある 
 
 
データは得られなかった 
0.0012 µg/kg/day未満 
0.0012 µg/kg/day未満 
 
0.02 µg/kg/day未満 
 
データは得られなかった 

 
 
 
最 
 
大 
 
値 
 
等 

大 気 
 一般環境大気 
 
 
 
 
 室内空気 
 
水 質 
 飲料水 
 地下水 
 公共用水域・淡水 
 
食 物 
 
土 壌 
 

 
0.67 µg/m3程度 
［0.44 µg/m3程度］(2000) 
(1998 年～2000 年の最大値とし
て 2.5 µg/m3 が得られている

(1999)) 
1.89 µg/m3の報告がある (1998)
 
 
データは得られなかった 
0.27 µg/L程度 (2000) 
0.24 µg/L程度 (2000) 
 
0.0005 µg/g未満 (1999) 
 
データは得られなかった 

 
0.20 µg/kg/day程度  
［0.13 µg/kg/day程度］ 
(1998 年～2000 年の最大値とし
て 0.75 µg/kg/day が得られてい
る(1999)) 
0.57 µg/kg/dayの報告がある 
 
 
データは得られなかった 
0.011 µg/kg/day程度 
0.0096 µg/kg/day程度 
 
0.02 µg/kg/day未満 
 
データは得られなかった 

注）1）［ ］内の数値は、実測値の 95パーセンタイル値を示す。 
 
人の一日暴露量の集計結果を表 2.4 に示す。吸入暴露による一日暴露量の予測最大量は、
一般環境大気の濃度に終日暴露されるという前提では 0.20 µg/kg/day程度（濃度としては 0.67 
µg/m3程度）であり、室内空気の場合は 0.57 µg/kg/day程度（濃度としては 1.89 µg/m3程度）

であった。 
経口暴露による一日暴露量の予測最大量は 0.011 µg/kg/day以上 0.031 µg/kg/day未満であっ
た。なお、環境中分布のモデル予測結果等から、本物質の土壌からの暴露量は少ないと推定

された。 
総暴露量を一般環境大気、地下水及び食物のデータから推定すると、一日暴露量の予測最

大量は 0.21 µg/kg/day以上 0.23 µg/kg/day未満であった。 
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表 2.4 人の一日暴露量 
平   均 予 測 最 大 量   

暴露量(µg/kg/day) 暴露量(µg/kg/day) 
 一般環境大気      0.022        0.20    大気 
 室内空気      0.069         0.57 
 飲料水            
 地下水      0.0012       0.011 

 
   水質 

 公共用水域・淡水     (0.0012)      (0.0096) 
   食物      0.02       0.02 
   土壌              
   経口暴露量合計      0.0212    0.011+0.02 
   総暴露量    0.022+0.0212    0.211+0.02 

注）1）アンダーラインは不検出データによる暴露量を示す。 
       2）（ ）内の数字は経口暴露量合計の算出に用いていない。 
 

（4） 水生生物に対する暴露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC） 

本物質の水生生物に対する暴露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.5のように整理した。
水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡
水域では 0.24 µg/L程度、同海水域では 0.39 µg/L程度となった。 

 
表 2.5 水質中の濃度 
平    均 最 大 値 等 媒 体 

濃    度 濃   度 

水 質 
  公共用水域・淡水 
 
  公共用水域・海水 

 
0.03 µg/L未満(2000) 
 
0.033 µg/L程度(2000) 

               
0.24 µg/L程度(2000) 
 
0.39 µg/L程度(2000) 

注）1）公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 
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３．健康リスクの初期評価 

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響（内分泌かく乱作用に関する

ものを除く）についてのリスク評価を行った。 

（1） 一般毒性及び生殖・発生毒性 

① 急性毒性１)  

表 3.1 急性毒性 
動物種 経路 致死量、中毒量等 
ラット 経口  LD50   78 mg/kg 
マウス 経口  LD50   27 mg/kg 
モルモット 経口  LD50   50 mg/kg 
ラット 吸入  LD50   333 ppm［723 mg/m3］ (4hr) 
ウサギ 吸入  LCLo  260 ppm［564 mg/m3］ (4hr) 
モルモット 吸入  LCLo  575 ppm ［1,248 mg/m3］(4hr) 
イヌ 吸入  LCLo  110 ppm［239 mg/m3］ (4hr) 
ネコ 吸入  LCLo  600 ppm ［1,302 mg/m3］(4hr) 

注：（ ）内の時間は暴露時間を示す。 

本物質の吸入、経口摂取、皮膚吸収などいずれの場合も急性毒性が発生する。極めて大量

暴露では、短時間に中枢神経系麻痺による意識消失、呼吸停止、痙攣に続いて死に至る。軽

度の暴露では粘膜の刺激症状が主であるが、頭痛、脱力感、悪心などが現れることもある 2) 。

ヒトの TCLoとして 16ppm［35 mg/m3］（20min、結膜刺激、肺、胸部又は呼吸の変化）とい
う報告がある 1) 。 

② 中・長期毒性  

ア）Sprague-Dawleyラット雄 12匹を 1群とし、0、12.5、25、50 mg/kg/dayを 12週間（5日/
週）経口投与した結果、唾液分泌及び自発運動高進、中程度の常同症によって特徴づけら

れる行動感作を呈し、高用量群では知覚伝導速度及び知覚活動電位の低下に伴う後肢の衰

弱を認めた。また、0、55、110、220 mg/m3を 24週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結
果、濃度と時間に依存した運動伝導速度及び知覚伝導速度、知覚活動電位の低下を認め、

部分的に可逆性の影響であった。この結果から、NOAELは 55 mg/m3（暴露状況で補正：
9.8 mg/m3）であった 3) 。 
イ）Sprague-Dawleyラット雌雄各 100匹を 1群とし、雄に 0、0.09、8.0 mg/kg/dayを、雌に 0、

0.15、10.7 mg/kg/dayを飲水に添加して 2年間経口投与した結果、10.7 mg/kg/dayの雌で腎
臓の絶対及び相対重量の増加を認め、8.0 mg/kg/dayの雄では睾丸の相対重量の増加を認め
た 4) 。Fischer 344ラット雌雄各 100匹（対照群は 200匹）を 1群とし、雄に 0、0.08、0.25、
0.84、2.49、8.36 mg/kg/dayを、雌に 0、0.12、0.36、1.25、3.65、10.89 mg/kg/dayを飲水に
添加して 2 年間経口投与した結果、最高用量群では一貫して高い死亡率と体重の低下を示
し、腎臓と肝臓の相対重量の増加、雌でヘモグロビン及びヘマトクリット値、赤血球数の

減少を認めた。また、3.65 mg/kg/day群の雌では、体重は対照群と同等であったが、肝臓と
心臓の重量増加を認め、3.65 mg/kg/day以上の群の雌及び最高用量群の雄で ALPの増加を
認めた 5) 。Sprague-Dawleyラット雌雄各 100匹を 1群とし、0、0.1、10 mg/kg/dayを 20ヶ
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月間（5 日/週）強制経口投与した結果、10 mg/kg/day 群の雌雄で高い死亡率、雄で肝臓の
相対重量の増加を認めた 6) 。 
 Salsburg（1990）はこれらの実験結果を再検討し、死亡率と用量の関係から、LOELを 0.25 

mg/kg/day、平均無影響量（no mean effect level）を 0.08 mg/kg/day 7) としたが、むしろ、低

～中用量群の死亡率の変化等から NOAELは 0.25 mg/kg/dayであったと考えられる 8，9) 。 
ウ）Sprague-Dawleyラット雌雄各 100匹を 1群とし、0、43、174 mg/m3を 2年間（6時間/日、

5日/週）吸入させた結果、174mg/m3群では有意な死亡率の増加と体重の減少を認めた。 
 また、鼻甲介上皮の変性（過形成、扁平化）及び炎症と脳の神経膠細胞及び血管周囲性白

血球浸潤には用量依存性が認められたが、嗅上皮や気管では影響は認められなかった。こ

の結果から、LOAELは 43 mg/m3（暴露状況で補正：7.7 mg/m3）であった 10) 。 

③ 生殖・発生毒性 

ア）Charles River CDラット雄 15匹、雌 30匹を 1群とし、0、106、522ppm（70mg/kg/day）
を飲水に添加して投与した 3世代試験の結果、70mg/kg/day群ではすべての世代で生存率及
び乳汁分泌の減少を認めたが、106ppm群では対照群との違いはみられなかった 11) 。 
イ）ラット雌 30 匹を 1 群とし、0、40、80ppm を妊娠 6 日目から 15 日目まで吸入（6 時間/
日）させた結果、80ppm 群の仔で短尾、脊椎骨欠損、短躯、臍帯ヘルニア、半椎体症を含
む胎児の奇形が有意に増加したが、卵子の着床数、胎児の生存数・吸収数に有意な差はみ

られなかった。また、母ラットの体重は 40ppm以上の群で減少したが、胎仔サイズに対す
る影響は明白でなかった 12) 。 
ウ）CD-1マウス雄に 0、1、10 mg/kg/dayを 60日間強制経口投与した結果、10 mg/kg/dayの
群では睾丸の生化学的変化、細精管の退行変性、精子数の減少を認めた。この結果から、

NOAELは 1 mg/kg/dayであった 13) 。しかし、B6C3F1マウスに 13週間強制投与した実験で
は、副睾丸の精子の運動性に低下を認めたものの、精子数の減少は 12 mg/kg/day以下の群
では認めなかった 14) 。 

④ ヒトへの影響 

職業暴露に対する多くの疫学研究が行われており、肺がんや前立腺がん発生率の増加が報

告されているが、疫学的証拠は十分でない。非発がん性の影響についても、有意な死亡率の

増加は認められていない。 
ボランティアに対する 8時間の暴露では、5.4～10.9 mg/m3で中枢神経系に有害な影響は認

められなかった 15) 。 
6ヶ所のアクリル繊維工場の労働者（勤続 5年以上、暴露群 102人、対照群 62人）に対す
る断面調査では、最も高濃度（9.1mg/m3）に暴露されていた労働者で結膜や咽喉に発赤がみ

られたものの、有意な影響ではなかった 16) 。 
ハンガリーの Nyergesujfalu市にあるアクリロニトリル工場の半径 25km内で、1980年から

1996年の間に生まれた 46,326人の乳児を対象に先天性異常を調査した結果、Tata市での漏斗
胸（オッズ比 78.5， 95%信頼区間 8.4-729.6）及び内反足（同 5.5, 1.5-20.3）、Nyergesujfalu
市での停留睾丸（同 8.6, 1.4-54.3）、Esztergom市での停留睾丸（同 4. 2, 1.3-13.5）については
有意な時間－空間クラスターを示し、停留睾丸のリスクは工場から離れるに従い減少した。

この他に、口蓋裂と心臓中隔欠損を伴う先天性異常の増加もみられたが、本物質を始めとし
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た暴露濃度については不明であった 17) 。 

 

（2） 発がん性 

① 発がん性に関する知見の概要 

5～20 ppmに平均 9年間暴露された合成繊維工場の労働者 1,345人を対象にした調査では、
国民水準からの期待値 20.5 に対し、25 例の発がんが発生し、臓器別の観測値/期待値では肺
8/4.4、大腸 3/2.2、前立腺 3/0.9と過剰発生がみられ、そのうち 7割は暴露を受けてから 20年
以上経ってからの発がんであった 18) 。 
合成ゴム工場の男性労働者 327 人の死亡調査では、複合暴露はあるが、5～14 年の作業歴
をもつ労働者で肺がん死が有意に多かった 19) 。化学工場で本物質を 6ヶ月以上取り扱ってい
た 1,469 人の労働者では、肺がんとリンパ系がんによる過剰死がみられたが、他の発がん物
質の暴露も考えられ、結論は得られなかった 20) 。本物質のポリマー製造工場で 1年以上作業
に従事した男性労働者 934人を対象にした調査では、全年齢層で胃がんの過剰発生がみられ、
15～44年の作業歴をもつ労働者では肺がんの過剰死がみられたが、本物質との関連について
は結論できなかった 21) 。一方、本物質に暴露された労働者でがんの過剰発生は認められなか

ったとする報告もある。 
Sprague-Dawleyラットに 4 ～22 mg/kg/dayを飲水に添加して 2年間経口投与した試験 22) 、

43～174 mg/m3を 2年間吸入させた試験 10) 、Fischer 344ラットに 0.1～10.9 mg/kg/dayを 2年
間飲水添加して投与した試験 5) のいずれでも、中枢神経系、消化器、舌、乳腺、ジンバル腺

などに用量に依存した腫瘍の発生が認められ、高用量群では高い死亡率の原因となっていた。 

② 発がんリスク評価の必要性 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がな

いため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されてい
る 23) 。このため、発がん性に関する定性的な評価を別途実施している。 

 

（3） 無毒性量（NOAEL）等の設定 

経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.25 mg/kg/day（腎
臓・心臓の重量増加）が信頼性のある最小値であることから同値を採用し、無毒性量等とし

て設定する。 
吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAELは 43 mg/m3（鼻甲

介上皮の変性など）が信頼性のある最小値であることから同値を採用する。これを暴露状況

で補正して 7.7 mg/m3とし、さらに LOAELであるために 10で除した 0.77 mg/m3を無毒性量

等として設定する。 
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情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］

（4） 健康リスクの初期評価結果 

表 3.2 健康リスクの初期評価結果 
暴露量 

暴露経路 
平均値 予測最大量 

無毒性量等 MOE 

飲料水 － － － 
経口 
地下水 0.021 µg/kg/day未満 0.011 µg/kg/day以上 

0.031 µg/kg/day未満 
0.25 mg/kg/day ラット 810超 

～2,300

環境大気 0.072 µg/m3 0.67 µg/m3 

（2.5 µg/m3） 
110 
（31）吸入 

室内空気 0.23 µg/m3 1.9 µg/m3 
0.77 mg/m3 ラット 

41 
注：1）飲料水、地下水とは、経口暴露量のうち、水からの暴露量を求める際に用いた媒体を示す。 
     2）( )内の数値は、1998年～2000年の最大値を用いた場合を示す。 

 
 
 
 
経口暴露については、井戸水（地下水）を常時摂取すると仮定した場合、暴露量は平均値

で 0.021 µg/kg/day未満、予測最大量で 0.011 µg/kg/day以上 0.031 µg/kg/day未満であった。動
物実験結果より設定された無毒性量等 0.25 mg/kg/dayと予測最大量から求めたMOE（Margin 
of Exposure）は 810超 2,300以下となるため、地下水を摂取すると仮定した場合の経口暴露に
よる健康リスクについては現時点では作業は必要ないと考えられる。 
吸入暴露については、一般環境大気中の濃度についてみると、平均値で 0.072 µg/m3、予測

最大量で 0.67 µg/m3であったが、1998年から 3年間の最大値は 2.5 µg/m3であった。この最大

値と動物実験結果より設定された無毒性量等 0.77 mg/m3から求めたMOEは 31となるため、
一般環境大気の吸入暴露による健康リスクについては情報収集に努める必要があると考えら

れる。 
一方、室内空気中の濃度についてみると、平均値で 0.23 µg/m3、予測最大量で 1.9 µg/m3であ

った。動物実験結果より設定された無毒性量等 0.77 mg/m3と予測最大量から求めた MOE は
41となるため、室内空気の吸入暴露による健康リスクについては情報収集に努める必要があ
ると考えられる。 
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４．生態リスクの初期評価 

生態リスクの初期評価として、水生生物に対する化学物質の影響（内分泌撹乱作用に関す

るものを除く）についてのリスク評価を行った。 

（1） 生態毒性の概要 

本物質の水生生物に対する影響濃度に関する知見の収集を行い、その信頼性を確認したも

のについて生物群、毒性分類別に整理すると表 4.1のとおりとなる。 
 

表 4.1 生態毒性の概要 
毒性値 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 暴露期間 信頼性 

生物種 急性 慢性 
[µg/L] 

生物名 
/影響内容 [日] a b c 

Ref.
No. 

藻類 - - - - - - - - - - 

甲殻類  ○ 500 Daphnia magna NOEC REP 21   ○ 16884

  ○ 500 Daphnia magna NOEC REP 21   ○ 13070

 ○  7,600 Daphnia magna LC50  MOR 2  ○  5184

 ○  8,697 Daphnia magna EC50 / LC50 2   ○ 16884

 ○  10,000 Daphnia magna LC50  MOR 2   ○ 13070

魚類 ○  4,960 Ctenopharyngodon idella LC50  MOR 4  ○  16884

 ○  9,300 Lepomis macrochirus LC50  MOR 4 ○   7398

 ○  10,000 Lepomis macrochirus LC50  MOR 4  ○  5590

 ○  15,000 Brachydanio rerio LC50  MOR 2  ○  17278

 ○  32,000 Oryzias latipes TLm  MOR 2   ○ 10132

その他  ○ 400 Bufo bufo gargarizans NOEC DEV 28  ○  16884

  ○ 6,200 Lemna minor NOEC POP 4 ○   19019

 ○  11,600 Bufo bufo gargarizans LC50  MOR 4   ○ 16884

 ○  14,200 Bufo bufo gargarizans LC50  MOR 2   ○ 16884

 ○  27,080 Lemna minor IC50   POP 4 ○   19019

 ○  32,000 Colpidium campylum EC50  POP 1  ○  16260
太字の毒性値は、PNEC算出の際に参照した知見として本文で言及したもの、下線を付した毒性値は PNEC算出
の根拠として採用されたものを示す。 
信頼性）ａ：毒性値は信頼できる値である、ｂ：ある程度信頼できる値である、 
        ｃ：毒性値の信頼性は低いあるいは不明 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）EC50（Median Effective Concentration）: 半数影響濃度、IC50（Median Inhibition Concentration）: 
半数阻害濃度、LC50（Median Lethal Concentration）: 半数致死濃度、NOEC（No Observed Effect 
Concentration）: 無影響濃度、TLm（Median Tolerance Limit）: 半数生存限界濃度 
影響内容）DEV（Development）: 発育、MOR（Mortality）: 死亡、POP（Population）: 個体群の変化、

REP（Reproduction）: 繁殖、再生産 

（2） 予測無影響濃度（PNEC）の設定 

急性毒性値及び慢性毒性値のそれぞれについて、信頼できる知見のうち生物群ごとに値の

最も低いものを整理し、そのうち最も低い値に対して情報量に応じたアセスメント係数を適

用することにより、予測無影響濃度（PNEC）を求めた。 

急性毒性値については、甲殻類では Daphnia magnaに対する 48時間半数致死濃度（LC50）

が 7,600 µg/L、魚類では Lepomis macrochirusに対する 96時間半数致死濃度（LC50）が 9,300 µg/L、
その他の生物ではウキクサ類 Lemna minor に対する増殖の 96 時間半数阻害濃度（IC50）が

27,080 µg/Lであった。急性毒性値について 2生物群（甲殻類、魚類）とその他の生物の信頼
できる知見が得られたため、アセスメント係数として 1,000 を用いることとし、上記の毒性
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詳細な評価を行う
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現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

値のうちその他の生物を除いた最も低い値（甲殻類の 7,600 µg/L）にこれを適用することによ
り、急性毒性値による PNECとして 7.6 µg/Lが得られた。なお、魚類では Ctenopharyngodon 
idellaに対する 96時間半数致死濃度（LC50）として 4,960µg/Lが得られており、「ある程度」
信頼性があるとされているが、試験が 96時間止水式で行われているため、ここでは採用しな
いこととした。 
慢性毒性値については、その他の生物のヒキガエル類 Bufo bufo gargarizansに対する発育の

28間無影響濃度（NOEC）が 400 µg/Lが得られたのみであった。藻類、甲殻類及び魚類以外
の生物群での知見であるため、参考値扱いとして、アセスメント係数 100 を用い、慢性毒性
値による PNEC（参考値）4 µg/Lが得られた。 

本物質の PNECとしては、甲殻類の急性毒性値をアセスメント係数 1,000で除した 7.6 µg/L
を採用する。 

（3） 生態リスクの初期評価結果 

表 4.2 生態リスクの初期評価結果 
媒体 平均濃度 最大値[95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値] 

濃度（PEC） 
PNEC PEC/ 

PNEC比
公共用水域・淡水域 0.03µg/L未満 (2000) 0.24µg/L程度 (2000) 0.03 水 
質 公共用水域・海水域 0.033µg/L程度 (2000) 0.39µg/L程度 (2000) 

7.6 (4) 
µg/L 0.05 

  注：1）環境中濃度での（ ）内の数値は測点年を示す。  
      2）公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 
      3）PNEC での（ ）内の数値はその他の生物を考慮した場合の値｡ 

 
 
 
 
本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域で 0.03µg/L未満で検出下限
値未満、海水域では 0.033 µg/L程度であった。安全側の評価値として設定された予測環境中
濃度（PEC）は、淡水域で 0.24µg/L程度、海水域は 0.39µg/L程度であった。 
予測環境中濃度（PEC）と予測無影響濃度（PNEC）の比は、淡水域が 0.03、海水域で 0.05
となるため、現時点では作業は必要ないと考えられる。 
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